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4日 島田Ⅱ遺跡出土動物遺存体について

熊 谷 賢

(陸前高田市立博物館)

官古市島田Ⅱ遺跡の発掘調査により貝類を中心とする多量の動物遺存体が出土した。すべて平安時代の遺

構からの出土である。種同定できた種は、腹足綱41種 (う ち陸産種 8種 )、 二枚貝綱23種、多毛綱 1種、蔓

脚亜綱 3種、海胆綱 1種、軟骨魚綱 1種、硬骨魚綱 7種、哺乳綱 1種の合計78種で、県内の平安時代の遺

跡から出土した動物遺存体としては多種類である。その多くは貝類 (特に岩礁性二枚貝が多い)であり、

縄文期の貝塚にも匹敵するような種類数であるが、その外の魚骨、獣骨については出土数及び種類数は少

ないといった特徴が見られる。

今回出土した動物遺存体は、平安時代の製鉄を行った集団の生業活動の一端を窺う意味において非常に重

要な知見を与えていると思われる。以下、各綱毎の概要に触れる。全体の出土動物遺存体については、種

名表及び各綱別の出土数表 (第 1～ 10表)に示したので参照されたい。

|.腹足綱

海産種33種、陸産種 8種が出上している。海産種33種はほとんどが岩礁部に生息する種、あるいはムラ

サキインコ、イガイなどの二枚貝床中に見られる種である。33種中食用可能な種は最小個体数の多い順に

チヂミボラ (最小個体数462)、 エゾアワビ (96)、 タマキビ (83)、 クボガイ (17)、 レイシガイ (17)、 ユ

キノカサガイ (9)、 イボニシ (8)、 ヒレガイ (6)、 ベッヨウガサ (3)、 コシダカガンガラ (3)、 オオ

ヘビガイ (2)、 オオウヨウラクガイ (2)、 カモガイ (1)、 イシダタミ (1)、 エゾタマガイ (1)の 15

種である。その他の種に関しては小型種であり、食用には不適である。

また、モロハタマキビ (16)、 コウダカチャイロタマキビ (1)な ど海藻上で生活する種類も見られるが、

これらは前述のイガイ科の二枚貝床中にも生息するものであり、岩礁部よリイガイなどを採集した際にそ

のブロック中に含まれたものが二次的に搬入されたものと考えられる。さらに、ユキノカサガイ科の一種

(146)も 小型の個体が多く、これらもイガイ、ムラサキインコのブロック中に含まれていたものが搬入さ

れたものと思われる。したがって、食用を目的として選択的に採集されたものはチヂミボラ、エプアワビ、

タマキビの 3種が中心となる。縄文期の岩礁性貝塚であれば、チヂミボラやクボガイ、レインガイ、イボ

ニシ、タマキビなどの潮間帯に生息する種類がまとまって出土する傾向が強いが、各層毎の出土数が示す

ようにいずれの種も積極的に採集していたというものではない。また、エゾアワビについてもまとまった

出土数が見られるが、破砕した個体が多く、殻長などの推定は困難であるが、食用には不適と思われるよ

うな幼貝も比較的目についた。このようなことから、岩礁部の潮間帯での巻貝の採集活動はあまり積極的

には行われなかったものと思われる。また、食用貝以外の小型の巻貝については、イガイなどをブロック

で採集した際に二次的に搬入されたものであると考えられ、採貝活動の中心は巻貝より岩礁性二枚貝に重

点が置かれていたものと推測される。

次に陸産巻貝であるが、 8種が出土している。ヒダリマキマイマイの破片と思われるオナジマイマイ科

の一種以外は小型の種である。出土数の多い主な種は、樹幹や朽木に付着しているパツラマイマイが274点

と最も多く、北アメリカ原産の移入種であるヒメヨハクガイが128点、パツラマイマイとともに朽木や樹幹
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に付着しているオオコハクガイが44点 などである。これら陸産巻貝は、その生息環境から当時の周辺環境

の復元などに用いられる場合があるが、種によってはカルシウム分を求めて土中に形成された貝層中にま

で入り込む場合があり、現生種が入 り込む可能性も十分考えられる。今回出土した種にも明治時代中頃以

後に日本に移入された帰化種であるヒメコハクガイが含まれていた。したがって、このヒメコハクガイは

明治時代中頃以後に貝層中に入り込んだものと考えられることから、陸産巻貝からの周辺環境の推測は十

分な検討が必要であると思われる。

H.二枚貝綱

23種が出土している。すべて海産種である。生息域別に見ると岩礁性二枚貝 9種、砂泥底性二枚貝が14

種である。最小個体数の多い種はイガイ科の一種 (最小個体数11669)、 ムラサキインコ (1123)、 クチバガ

イ (569)、 チリハギガイ (262)、 コタマガイ (38)で、その他の種はいずれもlo個体に満たない。このよ

うにイガイ科の一種の出土数が二枚貝の中では突出しており、二枚貝全体の85.1%を 占める。また、ムラサ

キインコも比較的まとまって出土しており、二枚貝全体の82%を 占める。したがって、この 2種だけで二

枚貝全体の93.3%、 陸産巻貝を除く海産貝類全体でも87.3%を 占める。このイガイ科の一種及びムラサキイ

ンコ、特にもイガイ科の一種だけで海産貝類全体の約 8割 を占める出土傾向は今回の島田Ⅱ遺跡出土動物

遺存体を特徴づけるものである。

出土数の多いイガイ科の一種及びムラサキインコは、破砕した個体が多く、殻頂部の残るもののみを抽

出して同定、集計を行った。現在三陸沿岸に生息するイガイ科は、イガイ 。エゾイガイ 。ムラサキインコ

など14種が確認されているが、ムラサキインコは殻頂部の隔壁があることで同定可能である。イガイとエ

ブイガイの同定は非常に困難であるが、殻の周縁に見られる細かな刻みの有無によって種同定が可能であ

る。刻みのないものがイガイ、刻みのあるものがエゾイガイである。今回出土したイガイ科の多くは破砕

が著しく、イガイである可能性が高いが、区別点も明瞭ではなく、エゾイガイが含まれている可能性もあ

リイガイ科の一種とした。イガイは岩礁部の潮間帯から水深20m前後、エブイガイは水深60m前後まで見

られる種で、イガイよリエブイガイの方がやや深所に生息する。

これらの種は、岩礁部に足糸で付着しており、素手での採集は非効率的であり何 らかの道具が用いられ

たものと考えられ、縄文期の外海系貝塚から出土する骨箆に近いものが推測される。しかし、平安期とい

うことで鉄製品が用いられた可能性が高い。気仙地方で使用されていたイガイを採集する漁具の民俗例を

見ると、 2種類が挙げられる。一つは「シュウリツキ (気仙地方ではイガイをシュウリと呼称する)」 と呼

ばれる1.3m程の木の棒の先端に幅 4～ 5cm、 長さ12cm程の板状の鉄製品を装着もので、もう一つは長さ12

～16cm、 幅 5～ 9cm程の鈎爪状の鉄製品をアワビ鈎などに用いられる竹を接いだ年の先端に装着した「シ

ュウリカギ」と呼ばれるものである。このシュウリカギには爪の部分が二本の二つ葉と三本の三つ葉があ

る。前者のシュウリツキは比較的浅い岩礁に付着しているイガイを削ぎ落とす際に使用し、後者のシュウ

リカギは海底付近の深い岩礁に付着している「ソゴシュウリ」と呼ばれるイガイを引っ掛けて採集する際

に使用する。このようなことから島田Ⅱ遺跡においては、刀子状あるいは廷板状のものがシュウリツキの

ように使用された可能性が考えられる。また、出土したイガイ科の一種の中には大型の個体と思われる破

片も含まれており、海底近くに付着しているソゴシュウリ (ソ ゴシュウリは海底付近に付着しており大型

の個体が多い)の採集も行われていた可能性もあり、その際には船の存在が不可欠である。

次に採集方法であるが、大形の個体の一部を除いたイガイ科の一種とムラサキインコについては、板状
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(あ るいは箆状)の道具を使用して、岩から削ぎ落とし、ブロックとして採集していたものと思われる。腹

足綱の項でも触れたが、イガイやムラサキインコなどは岩の表面を覆い隠すように付着しており二枚貝床

を形成する。この二枚貝床中にはある程度の空間があり、その中には多種類の生物が生息している。筆者

が広田湾内の岩礁でムラサキインコのサンプリングを行ったところ、ムラサキインコの足糸間に生息する

チリハギガイをはじめ、ムラサキインコの幼貝、カサガイ類の幼貝、モロハタマキビ、コウダカチャイロ

タマキビなどの海藻付着群集に分類されている小型巻貝、フジツボ類、カンザシゴカイ類などの多毛綱な

ど多くの生物が採集されている。これらは、いずれも食用には不適な小型の種であり、同様の種が今回出

土した動物遺存体にも多く含まれていることから見ても、ブロックで採集し、そのまま遺跡内に搬入され

たものと考えられる。

イガイ科の一種、ムラサキインコ以外の種ではクチバガイがSK314か ら最小個体数にして569個体と比較

的まとまって出土している。クチバガイは潮間帯の砂礫底に生息する殻長2.5cm、 殻高 2cm程の小型の種で

ある。

次にチリハギガイであるが、これは前述のとおリムラサキインコの足糸間に生息する種で、二枚貝床中

よリムラサキインコを採集して観察すると 1個体に多いもので20個体近くが足糸に付着している。したが

って、ムラサキインコをブロックで採集した場合、本来であれば採集したムラサキインコの20倍近い個体

が含まれている。しかし、ムラサキインコを食する場合には足糸を除去するためと、個体自体が非常に小

型であるため、出土数は少なくなるのが通常である。また、ムラサキインコを食する場合、ブロックのま

ま鍋などに入れて煮ると、ムラサキインコの足糸から外れたチリハギガイがお湯の対流と共に口を開けた

ムラサキインコの肉体の中に入 り込んでしまい、食べる際に非常に食べ難くなる。ムラサキインコを食す

る場合にはチリハギガイが付着している足糸を前処理として除去しておく必要がある。今回出土したチリ

ハギガイの数を見ると、全体的に出土数が少なく、前処理が行われている可能性が考えられる。しかし、

S142の 4層からは大量のチリハギガイが出土している。これは前処理で除去した足糸を廃棄した可能性を示

しているとも考えられるが推測の域を脱しない。

二枚貝綱については以上のとおりであるが、腹足綱も含めた貝類全体を対象とした採集活動を見ると、

イガイ科の一種 (イ ガイと思われる)をかなり選択的に採集していることが理解できる。また、潮問帯に

多く見られ比較的採集しやすいムラサキインコとの比率を同じ宮古市内に位置する平安時代の磯鶏館山遺

跡の例と比較してみると、磯鶏館山遺跡の場合ムラサキインコ :イ ガイが 1:25であるのに対し、島田Ⅱ

遺跡は 1:104と 約 4倍の高い比率でイガイ科の一種が出土していることから、イガイを対象とした採集活

動が展開されていたことが窺える。

III.多毛綱・蔓脚亜綱・海胆綱

1.多毛綱

カンザシゴカイ科の一種がS142の 14、 18層、

イガイ科の一種及びムラサキインコのブッロ

る。

SK239の 7層 より棲管の破片が少量出土しているのみである。

ク内に含まれていたものが二次的に搬入されたものと思われ

2.蔓脚亜綱

フジッボ類 3種が出土した。最小個体数はアカフジッボ392個体、
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ボ30個体であり、出土フジッボ類全体の 8割強をチシマフジツボが占める。また、S199の 1層、SK239の 7

層から受熟による色調変化が見られ灰色を呈するチシマフジツボの殻板がそれぞれ各 1点出土している。

各種の生息域は若千異なり、チシマフジツボが潮間帯中部以下の岩礁、クロフジッボが潮間帯中部の岩礁、

アカフジッボが外海の低潮線以下やブイなどの浮遊物体などに付着する。

出土したフジツボ類は、破砕が著しくほとんどの殻板が各部位に分かれた状態であったが、一部のアカ

フジツボは背板、楯板を欠 くが、完形の状態の個体も見られた。また、複数の個体が付着したままのもの

も見られている。これらのアカフジツボの底部の付着面を観察したところ特に凹凸などは観察されず、平

滑な面に付着していたものと思われ、その採集方法などについては不明であるが、流木や浮子、船底など

に付着したものを採集した可能性も考えられる。

一方、チシマフジツボは、岩礁部に多く見られる種であり岩礁部から何 らかの道具を用い、削ぎ取るよ

うに採集されたものと思われるが、イガイなどの二枚貝床の表面に付着する場合も多く、これらと同時に

採集された可能性が高い。

出上したフジツボ類は殻長 3cm程の比較的大型の個体も多く見られ、食用可能である。特にこれらの種

類は甲殻類であるので煮出すことで得られる出し汁は非常に美味である。

3.海胆綱

オオバフンウニ科の一種がS142、 S199か らのみ出土している。最小個体数は32個体である。出土部位は口

器の各部位と破砕した殻板片・棘である。三陸沿岸にはエゾバフンウエ、バフンウエ、キタムラサキウエ

が主に見られるが、種同定は困難を極めるためオオバフンウエ科の一種としたが、殻板を観察することで

ある程度の種同定が可能である。その特徴について簡単に触れる。エゾバフンウエ、バフンウニはキタム

ラサキウエに比べ大突起が小さい。エブバフンウエの管足孔は四縦列をなし、四孔姑は水平な弧を作る。

一方バフンウニは管足孔は五縦列をなし、孔舟は著しく斜向する弧を作る。このような特徴がある。以上

のような特徴に注意し、殻板を観察した限りでは大突起の大きさなどから見て、そのほとんどがキタムラ

サキウニと思われる。キタムラサキウニは潮間帯から潮下帯に生息してお り、採集方法は潜水漁あるいは

鈎状、ヤス状の道具を使用しての見突き漁的な方法が行われたものと思われる。

Ⅳ.軟骨魚綱・硬骨魚綱・哺乳綱

1.軟骨魚綱

アブラツノザメに近似する椎骨、権骨片がSK239よ り出土している。最小個体数は 3個体である。群れを

つくる習性があり、廷縄などによって大量に捕獲される場合があるが、出土数が少ないため詳細について

は不明である。

2.硬骨魚綱

7種が出土しているが、出土数は少なく、その多くがS142か らの出土である。最小個体数の最も多い種は

スズキに近似する種で 5個体を数える。しかし、出土部位は耳石のみで他の部位の出土は見られなかった。

次に多いのが根魚であるフサカサゴ科の一種 3個体であるが、本種も左舌顎骨 1点、尾椎 3点、背鰭棘 1

点のみと出土数は少ない。その他の魚種は、サケ科の一種、カソオ、カレイ科の一種 ?がそれぞれ 2個体、

マグラ、ヒラメ ?がそれぞれ 1個体である。この外、種不明の魚骨被片などが若千出上している。また、
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S199の 4層から出土したフサカサゴ科の尾権、背鰭棘とSXW47-Klか ら出土したカツオの尾権は受熟によ

る色調変化が見られ、灰白色を呈する。

魚骨全体の出土数が少なく、漁排形態などについては不明であるが、出土鉄製品には釣針が見られるこ

とから釣漁が行われていたことは明らかである。また、水深150～ 450mに生息するマグラの出土は当時の

漁携技術がこのような深海魚をも漁獲可能なまでに発達していたことを示しており特筆される。

3. 口南乳綱

ニホンジカが出土している。最小個体数は 3個体であるが出土数は少ない。出上部位はS1175-Aよ り第

3・ 第 4末節骨 1点、S1148-カ マ ドより右下顎第 3大臼歯 1点、歯片 1点、S1150AB― カマ ド煙出部より

受熟により灰白色を呈する右中手骨近位端 1点である。

このほか、細片であるため種不明として扱った獣骨片がS1105-埋 土中位、S1175-B、 S1147-カ マ ド、

S1142B一 埋土、S1148-カ マ ド、S1144-床面、SK239-7層 よりごく少量出土 している。これらは、

SK239-7層 出土のものを除きすべて受熱による色調変化が見られ、灰白色を呈している。また、この種不

明獣骨とした破片のほとんどはニホンジカのものと思われるが、最小個体数の算定には含んでいない。

V.ま とめ

島田Ⅱ遺跡からは貝類、魚類、哺乳類など8綱78種の多種類の動物遺存体が検出された。特徴としては、

貝類が多く、その他の動物は非常に少ないことが挙げられる。最も出土種類数の多い貝類は、海産種56種、

陸産種 8種である。その主体は岩礁性二枚貝のイガイ科の一種 (イ ガイが主であると思われる)であり、

海産貝類全体の 8割以上を占め、食用という観点から見ると非常に単純な組成となり、本遺跡を最も特徴

付けるものとなっている。また、微小な貝類が多 く見られたが、これはイガイ科の一種、ムラサキインコ

をブロックで採集した際にその中に含まれていたもので二次的に搬入されたものと考えられる。このよう

な出土傾向はイガイなどの二枚貝床を形成する岩礁性二枚貝を主体とする貝層に共通して見られるもので

ある。

魚類、口南乳類などの脊椎動物はイガイ科の一種の出土量から比較して非常に少なく、鉄製釣針などの漁

具が出土しているものの、生業の中心は岩礁性二枚貝、特にもイガイ科を主対象としていたことを示して

いるものと思われる。

今回の島田Ⅱ遺跡出土動物遺存体の分析結果は、古代製鉄に関わつた集団の生業活動の一端を考える上

で非常に貴重な基礎データとなるものである。

おわりに、本報告にあたり、海と貝のミュージアム名誉館長戸羽親雄氏より多大なるご教示をいただい

た。記して感謝申し上げる次第である。

引用・参考文献

『磯鶏館山遺跡発掘調査報告書』 宮古市教育委員会 1995
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宮古市島田Ⅱ遺跡出土動物遺存体種名表一覧

I。 軟体動物門 MOIttUSCA
i.腹足綱 GASTOROPODA
l.ヨ メガカサガイ科の一種    Nacellidae gen et sP,indct.
2.ベ ッコウガサ        礎肋 ,々=胞勉 (Gould)
3.ユキノカサガイ科の一種   Lotiidae gcn ct sP indet
4.ユキノカサガイ       Fviッ ♂ο″θr7rrI Pα JJげ力 (Gould)
5.カ モガイ         肋肪,IJ9ぉフοd,(Gould)

6.キ クコザラ         肋′サ,α ど,肥prJi(Habe)

7.コ ガモガイ         Lο ′ガ,/c9=α ttO=''Sasakl&Olcutani

8.エ ゾアワビ         Eα どサ。ガd(Nοガ訪ね),,sc〃 d力αヵηαJ Ino

9.ニ シキウズガイ科の一種   TЮ chidae gen etsp indct
lo. クボガイ             cヵ Jο″dヵ靱α hc力た¢,TappaЮ ne― Canefri

ll.コ シダカガンガラ      0鞄 力αJサ,sどパric・Irs(Gmelin)
12.イ シダタミ         νοヵοrroヵ癒肋ぅ,。 fOrm εοゅ 磁 Tapparone―Cancf�

13.エ ゾチグサ         G筋 ヵαri7И d″ddο?″d為 (Schrenck)

14.リ ュウテン科の一種     Turbinidae gen et sP indet
15.サ ンショウガイ       ″伽∽J9pο ttα ηοoン靱フ翻 (Gould)
16.ヤマザンショウ       rr∽ ガリ。確,s,軽ακηdθ (Schrenck)
17.モ ロハタマキビ       肋θ

"ヵ
α (Ltrθ″■,)θ,J・2嫉胞 (A Adams)

18.チ ヤイロタマキビ      肋じ″2α ∽ ルri2)励rri滋 (A Adams)
19,コ ウダカチャイロタマキビ  肋じ

"α
 lfPルri2)滋じο胞滋 (A Adalns)

20.タ マキビ          L力 ゎ′,胞 CitとOri″α)ι″ソJθフ肋 (Philippi)
21.チャツボ           B,ガ 乾激α軽′dttrrr(Pllsbry)
22.オ オヘビガイ        s¢ rP′ Jο彦,s協♭r,ωrtvs(Dunkcr)

23.エゾタマガイ        c4/P′ 0″α万♂
''η
あ,(Nomura)

24.ヒ レガイ            働胞ゎ訥
"∽
ぅフ脇ι所 (Adams&Reeve in Rceve)

25, オオウヨウラク         儀確ヵ∫ゎれαJ“οttαサフs(Recluz)
26.チヂミボラ         蹄 c?′ど,ど肋α (Gmelin)

27.レイシガイ         助,,d lR¢ ,dttα )うoηηJ(Dunker)

28.イ ボニシ          勁α,s徹?ね加α)θカッを¢″ (Kusttr)
29.フ トコロガイ科の一種    Columbellidae gen etsp indet
30.コ ウダカマツムシ      肋膀rtl′肋ぅ′κ力αrJD(Dunker)
31.ム シロガイ科の一種     Nassariidae gen et sP indet
32.ク ロスジムシロ       R¢ 施″胞硝,ルセκ〃勉 (Dunker)
(=ア オモリムシロ        Nttdα ヵPο J'α Pilsbry)
33。 キタノカラマツガイ     d″ ヵοηπ靱¢αοうJοttα筋 (Yokoyama)
【陸産巻只】
1.キセルガイ科の一種     Clausiliidac gen et sp indet,
2.オ カチョウジガイ      スJ′ψι,sι滋ッ″J,η″勒ゅοゎ?歴♂(Pilsbv&Hirasc)
3.パツラマイマイ       Dね cフdP,叩¢r(Gould)
4.ヒ メコハクガイ (帰イと種)  Fr加所力肪″クdι′滋 (Binney)
5.オ オコハクガイ        乃ガヵぬ ノ?郎οω∫ね (Rcinhardt)
6.ベ ッコウマイマイ科の一種   Hericaionidae gen.ct sP indet
7. ウラジロベッコウ       b宝 加

"脱
叩ガヵ¢ガ宛ガ (Rcinhardt)

8.オナジマイマイ科の一種   Bradybaena gen et sp indet
*ヒ メコハクガイは明治時代中頃以後に貝層中に入り込んだものと思われる。

�。_枚貝綱 BIvALVIA
l.コ ベルトフネガイ      Ar∽ うοフc,rJi」ousscaume
2.イ ガイ科の一種       Myよ lidae gcn.et sp indet

3.ム ラサキインコ       物 ガ矛ッ推αttd(Wiegmann)

4.エ ゾヒバリガイ       ν伽彬′洲た,rJJ?ηtt Bcm測
5.ウ ミギク科の一種      spOndylidae gen et sp indet
6.ナ ミマガシワ        A″ οれ,α θカカ♂ηd,s Philippi
7.マ ガキ           cttddο sサセα

=を
,S(Thumberg)

8.チ リハギガイ         肋∫αια′2カ肋  (Gould)
9. クロマルフミガイ        のθヵむα芝と,″rrzBttθα (Clcssね )
10.キ クザルガイ科の一種    chamidae gen et sP iladet
ll.ウ バガイ           λ¢′あθαガ,′確d,c・B,J'″ηd¢ (Schrenck)
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12. クチバガイ Gク?c¢J滋 じ力肋?″d's(Deshayes)

13.シ オサザナミ科の一種    Psallmmobiidae gcn ct sP indet

14.イ ソシジミ �物″α】′
',ブ
,Pο力
'Cry(Recvc)15.マテガイ科の一種      Solcnidae gen et sp indet

16.エ ゾマテガイ

17.カ ガミガイ

18.アサリ
19.コ タマガイ

20.ウ テムラサキ

21。 オオノガイ

22.ク チベニデ
23。 キヌマ トイガイ

Ⅱ.環形動物門 ANNIttIDA
i.多毛綱 POLYCHAETA

Ⅲ。節足動物門 ARTHROPODA
i.蔓脚亜綱 CIRRIPEDIA
l.ア カフジツボ
2,チ シマフジツボ
3.ク ロフジツボ

SοJ?れ たrフdFl々 dιιコ¢ガ SChrenck

P力αθο∫ο胞,I岬″
'Cフ

陶 (Reeve)

R″ど滋ψ?s PttJ″P,ヵα励脇 (Adams&Reevc)
Cο″Tれ
'2,靱

?ど,″?=,d Romcr

d露|力胸ンdP,rp′η筋 (Sowerby)

均 ,lAttηο脇ノα)α″ηαr,α οOηO解
'Maklyarna

Aヵ

'sο

θοわ〃カッ¢″ンs協 (Gould)

rri2′¢Jtt ο万¢″協Jλ (Yokoyalna)

β,Jαヵンd rttr,ηηαうフ,フ〃,´οd,PilSbry

βてをどとを,,フ dCと″rテOdιιd (Pallas)

79´ άじJ,滋 d?〃αttο Sαブとψοガω Pilsbry

1.カ ンザシゴカイ科の一種   Serpulidae gen et sp indet,

Ⅳ.棘皮動物門 ECHINODERMATA
i.海胆綱 ECHINODEA
l,ォ オバフンウニ科の一種    StrOngylocentroddac gcl et sp indet
2.キ タムラサキウエ      StrOngylocenttoms nudus(A,Agassiz)

V.脊椎動物門 VЫttEBRATA
i.軟骨魚綱 CHONDRICH¶ 剛YES
l.ア ブラツノザメ ?      彰

"α
′ンd αθα″加αd(Linnaeus)?

五.硬骨魚綱 OSIEICHη ttYES
l.サケ科の一種         SalmOnidae gen et sP indet
2.マ ダラ          C,加 d靱,θЮc?力

'ど

弥 (Tilesius)

3,ス ズキ P          Lα ″οJαう声餌ブηοηJθンd(Cuvier)?

4. カツオ             κ″d″″ο″′∫P?J'pね (Linnacus)
5.フ サカサゴ科の一種 ?    Scorpaenidac gen et sp indet?
6. ヒラメ ?           Paralichdays olivaccus(Temminck et Scttegel)?
7.カ レイ科の一種 ?      Pleuronecddae gen et sp.indet P

�.哺乳綱 MAMMAЫA
l. エホンジカ           働脚賜d″ Jppο″髭靱靱肋誠

種名の記載にあたっては、主に以下の図鑑を参考とした。

軟体動物……………東海大学出版会『日本近海産貝類図鑑』 (奥谷喬司編著 :2000)

エル貝類出版局『日本及び周辺地域産軟体動物総目録』 9巴後・後藤 :1993)

魚類…………………東海大学出版会『日本産魚類検索』 (中坊徹字編 :1993)

その他の動物………北隆館『新日本動物図鑑 〔上〕〔中〕〔下〕』 (岡田
。内田監修 :1965)
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名
種

遺
構
・
層
位

種
産

海
陸
 
産
 
種

一 メ ガ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ヘ ッ コ ウ ガ サ

一 キ ノ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ュ キ ノ カ サ ガ イ

カ モ ガ イ

十 ク コ ザ ラ

コ ガ モ ガ イ

エ ゾ ア ワ ピ

ニ シ キ ウ ズ ガ イ 科 の 一 種

ク ボ ガ イ

コ シ ダ カ ガ ン ガ ラ

何 ン ダ タ ミ

エ ゾ チ グ サ

ツ ュ ウ テ ン 科 の 一 締

フ ン シ ョ ウ ガ イ

■ マ ザ と ン ョ ウ

ロ ハ タ マ キ ビ

ア ャ イ ロ タ マ キ ビ

ウ ダ カ チ ャ イ ロ タ マ キ ビ

グ マ キ ビ

ア ャ ツ ボ

π オ ヘ ビ ガ イ

エ ゾ タ マ ガ イ

ヒ ー ィ ガ テ

石 オ ウ ヨ ウ ラ ク ガ イ

テ ヂ ミ ボ ラ

レ ′ ｔ ン ガ ア ‐

４ ボ ユ 一 ンヽ

ノ ト コ ロ ガ イ 科 の 一 種

ヨ ウ ダ カ マ ツ ム シ

令 シ ロ ガ イ 科 の 一 緒

タ ロ ス ジ ム シ ロ

イ タ ノ カ ラ マ ツ ガ イ

下 セ ル ガ イ 科 の 一 緒

狛 カ チ ョ ウ ジ ガ イ

バ ツ ラ マ イ マ イ

ヒ メ コ ハ ク ガ イ

コ オ コ ハ ク ガ イ

ッ ヨ ウ マ イ マ イ 科 の 一 種

ツ ラ ン゙ ロ ベ ツ コ ウ

和 ナ ジ マ イ マ イ 科 の 一 種

S1
42

1
3

8
1

2
2

2
1
5
1

3
1

1
4

3
l

ユ

4
l

1
ユ

l
3

5
ユ

4
3

1

5
1
2
l

3
ユ

1
2

6
2

6
1

7

7
1

2
l

4
1
5
ユ
6

8
l

3
7

9
11

1
2

1

ユ
4

l
ユ

11
5

2

2
3

1
22
3

2
3

1
1

ユ
1

3
2
9

l

4
ユ

1
l

ユ
1

3

5
と

2
ユ

1
2

1
1

5
1

1
1

1
4

11
3

5
1

2
l
3

1
1

6
5

1

l
l

]
4

3

2
1

ユ

2
1

2

2
2

27
4

最
小
個
体
数
小
計

6
1
1
2

4
6

2
l

2
3
1

l
l
5

4
21

3

S1
99

1
2

1
ユ

2
4

第
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足
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第
3表
 
腹
足
綱
出
土
数
表
3

名
種

遺
構
・
層
位

種
産

海
陸
 
産
 
種

ョ メ ガ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ベ ッ コ ウ ガ サ

ユ キ ノ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ユ キ ノ カ サ ガ イ

刀 モ ガ イ

キ ″ ／ コ が と フ

コ ガ モ ガ イ

エ ゾ ア ワ ビ

ニ シ キ ウ ズ ガ イ 科 の 一 種

タ ボ ガ イ

コ シ ダ カ ガ ン ガ ラ

「 ン ダ タ ミ

エ ゾ チ グ サ

ツ ュ ウ テ ン 科 の 一 種

ツ ン シ ョ ウ ガ イ

■ マ ザ ン シ ョ ウ

タ マ キ ビ

ア ャ イ ロ タ マ キ ピ

ヨ ウ ダ カ チ ヤ イ ロ タ マ キ ビ

グ マ キ ビ

ヤ ツ ボ

狛 オ ヘ ビ ガ イ

一 ゾ タ マ ガ イ

Ｌ レ ガ イ

和 オ ウ ヨ ウ ラ ク ガ イ

ア デ ミ ボ ラ

レ イ シ ガ イ

「 ボ と 一 ンヽ

ノ ト コ ロ ガ イ 科 の 一 種

コ ウ ダ カ マ ツ ム シ

ハ ン ロ ガ イ 科 の 一 種

タ ロ ス ジ ム シ ロ

す タ ノ カ ラ マ ツ ガ イ

す セ ル ガ イ 秘 の 種

狛 カ チ ョ ウ ジ ガ イ

ツ ラ マ イ マ イ

Ｌ メ コ ハ ク ガ イ

狛 オ コ ハ ク ガ イ

ヘ ッ コ ウ マ イ マ イ 科 の 一 種

ゼ フ ン゙ ロ ベ ツ コ ウ

「 ナ ジ マ イ マ イ 科 の 一 種

SK
23
9

1
l

]
1

5
2

2
2

4
1

1

3
1
3

2
l
3

4
3
3

1
1

1
5

J

5
13

1

6
1

1
ユ

2
1

7
X

3
4

1

最
小
個
体
数
小
計

3
2

2
6
11
ユ

1
1

6
ユ

2

SK
25
3

SK
25
3

1
1

最
小
個
体
数
小
計

1
1

SK
31
4

A
1

1

B

最
小
個
体
数
小
計

1
l

最
小
個
体
数
合
計

8
3

9
1
1

7
17

]
1
2
2

l
4
2

1
6
2
4磁
17
8

1
7
1

1
6

勲
44

l
3

|

0つ ω ト

|



コ ベ ル ト フ ネ ガ イ

イ ガ イ 科 の 一 種

ム ラ サ キ イ ン コ

エ ゾ と バ リ ガ イ

ウ ミ ギ ク 科 の 一 種

ナ ミ マ ガ シ ワ

マ ガ キ

チ リ ハ ギ ガ イ

ク ロ マ ル フ ミ ガ イ

キ ク ザ ル ガ イ 科 の 一 種

ウ バ ガ イ

ク チ バ ガ イ

シ オ サ ザ ナ ミ 科 の 一 種

イ ツ シ ジ ミ

マ テ ガ イ 科 の 一 種

エ プ マ テ ガ イ

カ ガ ミ ガ イ

ア サ リ

コ タ マ ガ イ

ウ チ ム ラ サ キ

オ オ ノ ガ イ

ク チ ベ ニ デ

キ ヌ マ ト イ ガ イ

L
R
L

L
R
R
L
L

R
R
R
R
L
R
L
Li
R

R
L
L

R
L
R
R

L
R

S1
42

1
2

53
l

1
ユ

1
l
ユ

3
16
3

1

3

5
38
7

1

6
16
9
8

2
2

l

7
5

3
1

1

8
1働

14
5

9
53
2

2

1
5

4
1

1
]

1
10
02

1
14

1

32
2
33
4

1
2

74
5

2
2

3
1

1

70
0

7
8

56
1
55
0

1

29
0
34
4

1

60
l

2

10
8

2
4

1
ユ
3

小
計

1
66
20
66
00
53
5
56
7

l
〕

1
18
6

l
ユ

1
1
2

1
]

S1
99

1
l

2
1

1
l
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第
5表
 
二
枚
貝
綱
出
土
数
表
2

コ ベ ル ト フ ネ ガ イ

イ ガ イ 科 の 一 種

ム ラ サ キ イ ン コ

エ プ ヒ バ リ ガ イ

ウ ミ ギ ク 科 の 一 種

ナ ミ マ ガ シ ワ

マ ガ キ

チ リ ハ ギ ガ イ

ク ロ マ ル フ ミ ガ イ

キ ク ザ ル ガ イ 科 の 一 種

ウ バ ガ イ

ク チ バ ガ イ

シ オ サ ザ ナ ミ 科 の 一 種

ア ‐ ソ て ン 帯 ン く ヽ

マ テ ガ イ 科 の 一 種

エ ゾ マ テ ガ イ

カ ガ ミ ガ イ

ア サ リ

コ タ マ ガ イ

ウ チ ム ラ サ キ

オ オ ノ ガ イ

ク チ ベ ニ デ

キ ヌ マ ト イ ガ イ

L
R
L
R
L
R
R
L
L

L
R

R
L
R
L
L
R

L
L
R
L
R
L

R
R
L

S1
99

7
5

2c
ユ

1

9
l

82
紹

ユ
1

l
l

4
56
5

11
l

5
49
9

4
l

6 7
47
8

9
8

1
2

8
10
0

1

9
22
9
29
9
70
72

2
2

小
計

21
49
20
68

l
2
3

1
ユ

2

S1
15
7

A B C

小
計

14
9

S1
17
2

A
80

η
10
7
10
3

2

B
6

C
7

6

小
計

10
0

2
2

S1
17
5

A
l

]

B
2

2
1

1
1

1

小
計

2
2

1
1

1
ユ

]
1

SK
14
2

SK
14
2

1
3

1
1

小
計

1
3
ユ

1
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コ ベ ル ト フ ネ ガ イ

イ ガ イ 科 の 一 種

ム ラ サ キ イ ン コ

エ ゾ ヒ バ リ ガ イ

ウ ミ ギ ク 科 の 一 種

ナ ミ マ ガ シ ワ

マ ガ キ

チ リ ハ ギ が イ

ク ロ マ ル フ ミ ガ イ

キ ク ザ ル ガ イ 科 の 一 種

ウ バ ガ イ

ク テ バ ガ イ

シ オ サ ザ ナ ミ 科 の 一 種

′ ‐ ツ く ン 帯 ン ミ ヽ

マ テ ガ イ 科 の 一 種

エ ゾ マ テ ガ イ

カ ガ ミ ガ イ

ア サ リ

コ タ マ ガ イ

ウ チ ム ラ サ キ

オ オ ノ ガ イ

ク チ ベ ニ デ

キ ヌ マ ト イ ガ イ

L
R
L

L
R

L
L

L
R
R
R
R

R
L
L
R

R
L
L

L
R
L
R
R
R
L
R

赤
27
(C
)区

遺
構
外

7
1
4

小
計

7
1
4

SK
23
9

1
1
12
0

3
1

1
1

2
7

5

3
35
5

2
1

1

4
25
5
24
5

1

5
79

1

6
87

ユ

7
1
1

4
8

1
1

小
計

1
2
17
19
17
92

77
7

9
l

2
1

1

SK
25
3

SK
25
3

14

小
計

14
11

SK
25
4

SK
25
4

1

小
計

1

SK
31
4

A
2

4

B
4

2

小
計

6
割
0

SK
32
6

SK
32
6

28
3

7
1

小
計

28
3

7
l

最
小
個
体
数

8
11
66
9

11
23

1
1

1
ユ

1
1

1
56
9

1
2

3
1

1
8

3
1
7

第
6表
 
二
枚
貝
綱
出
土
数
表
3

|

し
つ
9う ヽ
壺

|



多
毛
糊

重

カ ン ザ ン ゴ カ イ 科 の 一 種

ア
カ
フ
ジ
ツ
ボ

チ
シ
マ
フ
ジ
ツ
ボ

ク
ロ
フ
ジ
ツ

オ
オ
フ
ン
ウ
エ
料
の
一
種

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

背 板

楯 板
完 形 個 体

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

楯 板
峰 板

側 板
嘴 板 ＋ 嘴 側 板

楯 板
顎 骨

上 生 骨

中 間 骨

携 骨
歯
殻 板 ・ 棘

L
R
L
R

R
I
R

I
臣

T
R

R
R
L

L
R

S1
42

l
2

4
3
4

l
2

2
2
2
3

O

2
2
9

2
3
2

l
2

1
3
4

○

3
2

2
3

]
○

4
3

3
5
3

」
1

2
2

1
○

5
5

7
9
11

4
45

〕
○

6
3

3
1

l
2

6
5

○

7
4

1
2
3

2
2

1
7
11

2
○

8
3

4
3

2
4
12

2
ユ
○

9
9

4
6

2
2

12
9
9

ll
○

3
3
3
7

1
4
7

17
2
5

3
○

2
1
2

3
8

4
5

○

9
15

60
13

34
3
2

2
5

1
○

11
ユ

17
1

1
2

9
5

l
○

1
11

4
3

8
9
9

8
1

1
○

4
3
2
6
6

2
ユ
4

9
8
9
9

1
3

1
1
○

17
ll

6
6
6
8

3
9

5
○

l
8

2
3

2
5

20
ユ

○

6
5
7
5

8
23

4
7

○

9
2
5
4
4

○

4
15

小
計

2
ユ
5

15
0
1

40
7

l
13

13
17

1

S1
99

1
1

9
4
3
6
8

ユ
2
5
5

ユ
2

8
7

1

第
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多
毛
綱
。
蔓
脚
亜
綱
・
海
胆
綱
出
土
数
表
1

|

し
つ
ω OO

|



第
8表
 
多
毛
綱
。
蔓
脚
亜
綱
・
海
胆
綱
出
土
数
表
2

上
脚

蔓
海
 
胆
 
綱

カ ン ザ ン ゴ カ イ 科 の 一 種

ア
フ
ジ
ツ
ボ

テ
ン
マ
フ
ジ
ツ

ク
ロ
フ
ジ
ツ
ボ

オ
バ
フ
ン
ウ
エ
料
の
一
種

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 ■ 嘴 側 板

背 板

楯 板
完 形 個 体

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

楯 板
峰 板

側 板
嘴 板 ＋ 嘴 側 板

楯 板
顎 骨

上 生 骨

中 間 骨

携 骨
歯
殻 板 ・ 棘

T
子
R

I
R

L
R

[
R

S1
99

1
1

1
3

○

2c
l
2

2
2
2

5
2
3
4
6
8

]
2
2

]
3
9

6
5

1
1

1
1

4
2
2

6
19

]
2
7

1
8
2

○

5
1
1
8

4
6
9

42
2
3

7
3

6
1

1
1

1
1
7

7
8
7
7

7
1
5
7
6

l
1

1
1

○

8
1

2
ユ

l
l

9
2
7
8

9
9
2

1
4
4
4

17
11
7

1

小
計

6
9

7
24
8

14
3

30
5

3
5

9
5

1

S1
17
2

A
2
6

7

B
3

1
1
2

C
2

小
計

2
9

7

S1
17
5

A
4
2
2
8
6
8

B
5
2

l
8
6
11

小
計

9
3

SK
14
2

SK
14
2

2
2

3

小
計

2
2

3

赤
27
(C
)区

遺
構
外

3
1
2

○

小
計

3
l
2

SK
23
9

1
7
7

2
11
3
3

17

|

し
つ
し
つ
Φ

|
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第
9表
 
多
毛
綱
・
蔓
脚
亜
綱
・
海
胆
綱
出
土
数
表
3

種
名
・
部
位

遺
構
・
層
位

多
毛
細

葵
脚

亜
綱

海
 
胆
 
網

カ ン ザ シ ゴ カ イ 科 の 一 種

ア
カ
フ
ジ
ッ
ボ

チ
シ
マ
フ
ジ
ツ
ボ

ク
ロ
フ
ジ
ッ
ボ

オ
バ
フ
ン
二
科
の
一
種

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 ＋ 嘴 側 板

背 板
楯 板
完 形 個 体

峰 板
峰 側 板

側 板
鴨 板 ＋ 嘴 側 板

楯 板
峰 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

棚 板
顎 骨

上 生 骨

中 間 骨

携 骨
歯
殻 板 　 棘

L
L
R

L
L
R

L
L
R

L
L

R
L

L

SK
23
9

8
17

l
7
6
22

9
11

17

2
1

3
6

7
l

48

小
計

1
1
16
6

52
16
8

SK
25
3

SK
25
3

8
ユ

5
2
4

6

小
計

3
1

5
2
4
4
6

SK
31
4

A
1

1
1

B
l

l
2

1

小
計

1
J

l
]

l
1

SK
32
6

SK
32
6

2
4
11

小
計

21
4

11

最
小
個
体
数

3
39
2

*オ
オ
バ
フ
ン
ウ
エ
科
の
一
種
の
殻
板
・
棘
の
欄
の
○
は
出
土
を
意
味
す
る
。
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第
10
表
 
軟
骨
魚
綱
・
硬
骨
魚
綱
。
哺
乳
綱
出
土
数
表

種
名
・
部
位

遺
構
層
位

穂
骨

負
綱

F雨
 
了
し
 
細

サ ケ 科 の 一 種

マ ダ ラ

カ ツ オ

フ サ カ サ ゴ 科 の 　 種

ヒ ラ メ っ

カ レ イ 科 の 一 種 つ

種 不 明 魚 骨

ニ ホ ン カ 一 ン

極 不 朔 桝 汁

下 顔 第 二 人 口 山

歯 片

中 手 骨 近 位 端

第 三 ・ 第 四 米 卸 骨

破 片

椎 骨
椎 骨 片

歯
椎 骨 片

耳 石

耳 石

腹 椎

尾 椎

舌 顎 骨

尾 権

背 鰭 棘

尾 椎

腹 椎

尾 椎

耳 石

尾 権
破 片

S1
42

2
l

3

3
2

6
l

8
I

l

9
2

2
1

1
l

l
l

3
1

2

4
I

l

6
l

7
1

9
1 1

S1
99

4
ユ

l
l

l

S1
10
5

埋
土
中
位

1
○

S1
17
2

A

S1
17
5

A
1

B
○

S1
14
7

カ
マ
ド

○

S1
1蔓
B

埋
土

l
l

○

S1
14
8

カ
マ
ド

○

S1
15
0A
B

カ
マ
ド
煙
出
部

l

S1
14
4

床
面

○

SX
ヽ
V4
7 
Kl

1

SK
23
9

1
1

1

4
1

7
3
3

2
○

最
小
個
体
数

2
1

5
2

3
1

2

*種
不
明
獣
骨
の
Oは
部
位
不
明
の
小
破
片
が
少
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。



5B島田Ⅱ遺跡出土炭化材の樹種

高橋利彦 (木工舎「ゆい」)

1 . 滸t沐斗

試料は血 1～ 10の 10点である。No l～ 5は焼失住居 (工房)と見られている 3遺構 (S161,S134,S136)か

ら、配 6～ 8は戊窯 (製炭土坑注)と みられている 3遺構 (SW45B,SW65,SW67)か ら、血 9,10は鍛冶炉

とみられている 2遺構 (SXW17,SXW29)か らそれぞれ検出されたものである。いずれも平安時代のものと

され、椀とみられる木製品や住居の構築材、燃料材と考えられている (表 1参照)。

調査区は南東―北西方向とそれから北に派生して樹枝状に延びる複数の尾根とそれらに挟まれた谷から

なり、標高は30-84mと なっている。S161,SXW29,SW67の 3遺構は谷部 (斜面)に、他の 5遺構は尾根

上に立地している。

2.方法

同定には、調査担当者によって取 り上げられていた炭化材の中から、 1片 を筆者が採取して用いた。試

料を室内で自然乾燥させたのち、試料の本回 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)3断面を

作製し、実態顕微鏡と走査型電子顕微鏡 (SEM,加速電圧 10kV)で観察 。同定した。併せて各分類群 1点

の電子顕微鏡写真図版を作成した (図版 1, 2)。 SEM観察にあたっては (株)ニ ッテツ・ファイン・プロ

ダクツ釜石試験分析センターのご協力をいただいた。記して感謝いたします。なお、ネガ・フィルムと残

った炭化材は木工舎「ゆい」に保管されている。

3.結果

試料の中には確実な同定ができず類似品種としたものもあったが、以下の 5分類群 (こ こでは属・節・

種の異なった階級の分類単位を総称している)に同定された。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は

次のようなものである。なお、科名・学名 。和名およびその配列は「日本の野生植物 木本 IoⅡ 」 (佐竹
ほか 1989)に したがい、県内での自然分布については「岩手県植物誌」 (岩手植物の会 1970)を参照した。

また、一般的性質については「木の事典 第 2-4巻」 (平井 1979,1980)も 参照した。

・コナラ属ヨナラ亜属コナラ節 ⑫フικヵ∫subgcn.2ヵθκフS SeCt Pr′ ,々s sp.)ブナ科 No 4, 5

環孔材で孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたの漸減しながら火炎状に配列する。大道管は

横断面では円形～楕円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独で配列する。道管は単穿孔をもち、壁

孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細 胞高のものと複
合組織がある。柔組織は短接委線状、周囲状。年輸界は明瞭。

コナラ節はヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で果実 (ド ングリ)が開花の年に熟すグループで、カシワ

(2冴θrf"∫ Jιヵ勉勉)・ ミズ ナ ラ (2 crテψ フJα )・ コ ナ ラ (σ .∫ιr胞勉)・ ナ ラ ガ シ ワ (2.αJJθηα)と い くつ か の

変・品種がある。このうち平野部で普通にみられるコナラは古くから薪炭材として利用され、植栽される

ことも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途があり、薪炭材としてはクヌギ

に次ぐ優良材である。
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。クリ (Cα∫勉Ю?,θ rι ,々勉)ブナ科 配 2, 6, 7, 8,10

環孔材で孔圏部は 1～多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管

は単独、横断面では楕円形、小道管は単独および 2-3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では角ばった

楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。

放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強度

は大きく、耐久性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、栂木などに用いられる。

・ケヤキ (疵 Jわソα dθrr9勉)ニ レ科 No l

環孔材で孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減し、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。大道管は横断面では円形～楕円形、単独。小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管

は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-

10細胞幅、 1-100細胞高で、しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輸界は明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高

木である。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐久性が高く、木理が美しい。建築・造

作・器具 。家具・機会・彫刻・薪炭材など各種の用途に用いられ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つ

にあげられる。

・ トネリコ属類似種 (cf.F・転カフ∫sp.)モ クセイ科 No 9

環孔材で孔圏部は 1-3列、孔圏外で急に管径を減少させたのち漸減する。道管は横断面では円形～楕

円形、単独または 2個が複合、単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性 (～異性)、 1-

2細胞幅、 1-20細胞高。柔組織は周囲状から連合翼状。年輪界は明瞭。試料は 5-6年生の小枝であり、

本来の形質を示していない可能性もあるため類似種としておく。

トネリコ属は県内にはヤチダモ (Fr瘍力″dれα刀ぬ力″rた,var」ηοttθα)° ヤマ トアオダモ (二ιοヵ
=た
,ψ ,d)

など6種が自生する。いずれも落葉高木で、材質は種によって異なるが、一般には中庸～やや重硬で、靭

性があり、加工は安易で、建築・器具・家具・旋作・薪炭材などに用いられる。

・ススキ属 (y1/ri∫εαヵ力″∫sp.)イ ネ科 No 3

基本組織の中に維管束が散在する秤 (茎 )を もつ草本である。試料の秤は中空にみえるが、本来は中実

であったものが焼失したと判断した。秤径は 5 mm強ある。

ススキ属にひゃ路傍や原野などの乾性な立地に生育するススキ (九■s,れιヵdた)のほかに、湿性な場所に成

育するオギ (M∫αcο力αrヅοrフd)も あるためススキ属としたが、市内の現生種を記載した「宮古市産高等植

物目録」 (畠山 1979)に はオギはあげられていない。

以上の同定結果を検出遺構や推定されている用途などとともに一覧表で示す (表 1)。
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表 1 島田‖遺跡出土炭化材の樹種

資料番号 検出遺構・層位 用 途 樹  種
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ы 61埋上下位

S161床 面

S136埋土下位

S136床面

S134床 面

SW 45B床 面

SW 65床面

SW 67床面

SXW 17埋土中位

SXW 29埋土下位

椀 ?

柱 ?

屋根材

柱 ?

柱 ?

燃料 ?

燃料 ?

燃料 ?

木炭

木炭

ケヤキ

クリ

ススキ

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

クリ

クリ

クリ

トネリコ属類似種

クリ

4.考察

No lは椀 ?と されるが、椀とすれば焼失住居跡からの出土はきわまて稀な例となる。これは、住居のほ

とんどは乾性な立地に造られるため木質遺物が残されていたとしても腐朽してしまうことと、炭化材は腐

朽はしないものの、その原形をとどめて (すなわち、用途が特定できる状態で)検出されることはほとん

どないことによる。用材はケヤキであった。試料と近い時期の類例は、筆者の知る範囲では沿岸部にはな

く、水沢市胆沢城跡出土の 9世紀～10世紀前半とされる椀 2点がケヤキに同定されている例 (沢辺 1977)

がある。

住居の柱 ?と される試料は、 3遺構から検出されたものであるが、コナラ節 (2点)と クリ (1点)に

同定された。両分類群ともに焼失住居跡からの出土の報告例の多い樹種 (嶋倉 1982,高橋 1998 など)
であり、昨年検討したS114の柱/垂木とされる試料もクリに同定されている (高橋 2001)。 耐朽性や強度に

優れた材質から選ばれたものであろう。

3基の炭窯と鍛冶炉SXW29か ら検出された燃料 ?と 木炭 (4点)はいずれもクリであった。クリ炭は軟

質で立ち消えするが、鍛冶炭として用いられるという (岸本・杉浦 1980)。 昨年検討した大鍛冶炉SXW
01・ 02と 炭窯SW27検出材もクリであった (高橋 2001)。 クリ炭を焼いていたことは間違いないが、それに

加えて他の樹種も焼かれていたことが、Sxw17検出の トネリコ属類似種 (No 9)に よってわかる。なお、

市内では、八木沢川を隔てて本遺跡跡の北狽Iの尾根上に位置する木戸井内Ⅱ・Ⅲ遺跡の 3基の「木炭窯」

からもクリ炭の出土が報告されている (高橋 2000)が、その所属時期は特定されていない。

注) 前報 (高橋 2001)で は、戊窯とされるSW27を 「伏せ焼き土坑」と表記した。広義の「伏せ焼き法」
あるいは「伏焼法」は窯を築かずに行う各種の製炭法を指す。これに対し、狭義の「伏焼法」は平場に木

材を横積みあるいは円錐状に立て、その上を枝条や上で覆って焼 く方法 =「堆積製炭法」をいい、掘った

穴の中で焚き火をし、その上に原木を積み重ね枝条や上で密閉して焼き上げる「坑内製炭法」とは区別さ

れている (樋日 1993,岸 本 。杉浦 1980)。 そのため本稿では「製炭土坑」の表記を用いることとした。
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図版 2

図版 1 1.
2.

3.

図版 2 4.
5.

コナラ属コナラ亜属コナラ節
クリ No2
ケヤキ 配 1

トネリコ属類似種 No9
ススキ属 No3

No5

a:木日 ×40 b:柾目 ×100 ci板 目 ×100
樹木の肥大生長方向は木日では画面下から上へ、柾日では左から右。
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